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　2021 年 1 月、当財団は商品のバ
ーコードをスキャンし商品情報を表
示 す る ス マ ー ト フ ォ ン ア プ リ

「GJDB × scan」をリリースした。
GJDB × scan は iOS、Android 向
けのスマートフォンアプリで、誰で
も無料でダウンロードして利用する
ことができる。

GJDB × scan の概要

　GJDB × scan は、GS1 Japan 
Data Bank（GJDB）（注 1） に関連す
るサービスの一つである（図 1）。
主な機能は、スキャンしたバーコー
ドの商品情報を表示するというもの
で、一般消費者をはじめ誰でも簡単
に商品情報を閲覧することができ
る。また、バーコードをスキャンし
て表示される情報を確認すること
で、当財団から貸与された有効な
GS1 事業者コード（注 2）により作成
されたバーコードであるか否かも分
かる。さらに、商品のブランドオー
ナーに対して商品情報に関するフィ
ードバックや登録依頼を送信する機
能も備えている。
　以下にバーコードをスキャンした
際に表示される情報や利用できる機

能について紹介する。

GJDB × scan の機能

　前述の通り、GJDB × scan の主
な機能はスキャンしたバーコードの
商品情報を表示するもので、スキャ
ンした商品の GJDB 登録状況によ
って表示される画面が異なる。
(1)GJDB に商品情報が登録されて

いる場合
　GJDB に商品情報が登録されてい
る場合、図 2 に示す商品情報が表
示される。
　商品コメントや自社の Web サイ
トの商品説明ページへのリンクな
ど、通常、商品のパッケージには記
載されていない情報も表示されるた
め、パッケージだけでは得られない
付加情報を得ることができる。ま
た、表示された商品情報に誤りがあ
る場合、その内容についてコメント
を入力することで、ブランドオーナ
ーにフィードバックを送信する機能
も備えている。フィードバックされ
た内容は、ブランドオーナーによる
商品情報の修正などに活用される

（図 3、4）。

(2)GJDB に商品情報が登録されて
いない場合

　GJDB に商品情報が登録されてい
ない場合、基本的には、GTIN（JAN
コード）と事業者名のみ表示され
る。ただし、スキャンしたバーコー
ドが当財団から貸与された有効な
GS1 事業者コードを基に作成され
たものでない場合は、事業者名が表
示されない。そのため、スキャンし
たバーコードが当財団から貸与され
た有効な GS1 事業者コードを基に
作成されたバーコードであるか否か

図1　GJDBに関連するサービス

図 2　表示される商品情報

スマートフォンアプリ「GJDB × scan」をリリース
ー バーコードをスキャンし GJDB の商品情報が閲覧可能に！ ー
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も確認できる（図 5）。
　また、「商品の登録依頼」ボタンを
タップするだけで、ブランドオーナー
に対して GJDB への商品情報登録依
頼が送信される。ブランドオーナー
は登録依頼に応じて商品情報を GJDB
に登録することで、GJDB × scan の
ユーザーに届けることができる。

おわりに

　GJDB × scan で多くの商品のバ
ーコードがスキャンされ、ブランド
オーナーに対してフィードバックや
登録依頼が行われることで、GJDB
の商品情報がより充実し、多くの商
品情報を閲覧できるようになる。ま

た、ブランドオーナーはフィードバ
ックや登録依頼を自社の商品情報の
修正などに活用することができる。
今後は 、GTIN を入力し商品情報を
検索できる機能など、より便利な機
能を GJDB × scan に追加するだけ
ではなく、GJDB に登録しているブ
ランドオーナーにとってもさらなる
メリットを感じていただけるよう、
利便性向上に努めていきたい。

（注 1）GS1 Japan Data Bank（GJDB）：当財

団から GS1 事業者コードを貸与され

ているブランドオーナーが自社の商品

情報を登録・管理できる商品情報デー

タベースサービス。さらに、登録され

た商品情報は、当財団に関連する国内

外のデータベースに広く公開される。

2021 年 1 月時点で、約 8000 事業者、

約18万件の商品情報が登録されている。

（注 2）GS1 事業者コード： GTIN などの

国際標準の識別コード（GS1 識別コー

ド）を設定するために必要な番号。日

本では「45」または「49」で始まる 9

桁または 7 桁の番号。

(データバンクビジネスグループ 高野)

図 4　フィードバック画面 図 5　商品情報画面（GJDB登録なし）

図 3　商品情報画面（GJDB登録あり）
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EPCIS とは

　EPCIS は、GS1 識別コードを付
されたモノのトレーサビリティに関
するイベントの収集・共有に関する
標準である。ここでいうイベントと
は、出荷や入荷、検品など（Why）
といったモノ (What) に対する作業
や 観 測 が、 い つ（When）・ ど こ

（Where） で 行 わ れ た の か、 こ の
4W の情報をそれぞれの作業・観測
ごとにまとめたものである。EPCIS
標準および合わせて利用する語彙の
標準である CBV は、イベントのデ
ータ項目と内容、書式を定めてい
る。また、イベントを収集・保存す
るシステムを EPCIS リポジトリと
呼び、これに対するイベントの投入
方法（EPCIS キャプチャ・インタ
フェース）と検索方法（EPCIS ク
エリ・インタフェース）も規定して
いる。これらの関係性を図 1 にま
とめる。図では一つの EPCIS リポ
ジトリにイベントを蓄積している
が、同一のモノに関するイベントが
複数の EPCIS リポジトリに散らば
っていても良い。イベントの内容と
表現形式、および投入方法と検索方
法が標準化されているので、別々に
構 築 さ れ た シ ス テ ム で あ っ て も
EPCIS 標準に従っていれば、後に

連携させることも容易である。
　EPCIS 標準が規定するイベント
の表現形式および投入・検索方法は
コンピュータシステムによって扱わ
れることを前提としている。しか
し、EPCIS がどのようなものなの
か試してみようと思っても、それだ
けのためにプログラム開発が必要な
のでは取りかかりにくい。本稿で
は、GS1 本部が無料で公開してい
る EPCIS テ ス ト ツ ー ル で あ る

「FREEPCIS」と「EPCIS Workbench」
を紹介する。これらを利用すれば、
プログラム開発なしに EPCIS の動
きを実際に確かめることができる。

試験用 EPCIS リポジトリ ：  　
FREEPCIS

　FREEPCIS（https:// freepcis.
gs1.org/）では試験用の EPCIS リ
ポジトリを利用することができる。
この試験用 EPCIS リポジトリは、
記録できるイベントは 25 件までと
いった量的制限があるものの、それ
以外は EPCIS 標準バージョン 1.2
に規定されている機能を有している。
　FREEPCIS を利用するためには、
まずメールアドレスなどを入力して
アカウントを登録し、パスワードを
設定する。ログイン後、画面の指示
に 従 い 初 期 設 定 を 行 う こ と で、

FREEPCIS が提供する EPCIS リポ
ジトリの利用準備は完了である。
EPCIS キャプチャ・クエリの両イ
ン タ フ ェ ー ス の エ ン ド ポ イ ン ト
URL が表示され、対応するインタ
フェース標準に従ったイベントの投
入・検索が可能になる。
　また、自分の EPCIS リポジトリに
登録されたイベントの簡易的な一覧
や、EPCIS リポジトリに対するアクセ
スログ、購読状況なども FREEPCIS
のウェブ画面上で確認できる。

イベント投入・検索ツール：　
EPCIS Workbench

　EPCIS Workbench（https://
epcisworkbench.gs1.org/） は
EPCIS リポジトリに対するイベン
ト投入・検索をウェブ画面の操作で
行うことができるツールである。こ
こでは、先ほど FREEPCIS で作成
した EPCIS リポジトリと組み合わ
せて試してみよう。アカウント登録
が完了しログインしたら、最初に
EPCIS Workbench からイベント投
入・検索を行う EPCIS リポジトリ
の情報を設定する。ここに先ほど表
示された FREEPCIS の EPCIS キャ
プチャ・クエリの両インタフェース
のエンドポイントURLを設定する。
　では、イベントを作成して投入し
てみよう。新規 EPCIS ドキュメン
トの作成画面にてイベントの 4W の
内容を設定する。図 2 のように、
ウェブ画面で視覚的にイベントの各
データ項目を設定できる。作成した
イ ベ ン ト は せ ん だ っ て 設 定 し た
EPCIS リポジトリに投入すること
ができ、問題なく投入できたらその
旨 が 表 示 さ れ る。 こ の 段 階 で
FREEPCIS の登録イベント一覧を見
れば、投入されたイベントが一覧に

EPCIS テストツールのご紹介
ー プログラム開発の知識がなくても試せる EPCIS ー

図1　EPCISによるイベント蓄積と利用
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追加されていることが確認できる。
　続いて、EPCIS リポジトリに対
するイベントの検索・取得を試して
みよう。まずは検索条件を設定する。
イベント作成時と同様に、図 3 の
ようなウェブ画面上で設定できる。
何も変更しなければ、EPCIS リポ
ジトリに記録されている全てのイベ
ントを要求するものになる。
　検索条件の保存後、せんだって設
定した EPCIS リポジトリに対して

検索を実行できる。検索が成功し、
条件に合致するイベントが見つかれ
ば、図 4 のように検索結果に該当
したイベントが表示される。

システム開発の補助ツールとし
ての利用も可能

　ここまで、FREEPCIS と EPCIS 
Workbench を組み合わせて EPCIS
の動作を概観してきたが、これらは
独立して利用することもできる。例
えば、FREEPCIS を利用して独自の
イベント投入アプリ・検索アプリの
動作を検証したり、EPCIS Work-

bench を利用して独自の EPCIS リ
ポジトリの動作を検証したりするこ
と が で き る。 ど ち ら の ツ ー ル も
GS1 本部が EPCIS 標準に準拠して
提供しており、独自に開発している
システムの動作検証の相手として信
頼 が お け る も の で あ る。 ま た
EPCIS Workbench では、ウェブ画
面でのイベントや検索条件の編集・
確認だけでなく、EPCIS リポジト
リとの通信で実際にやりとりされる
際の表現形式も確認できる。
　これまで実際に動かしてみた通
り、EPCIS それ自体ができること
は、標準の方法によるイベントの記
述、それを標準の方法で EPCIS リ

ポジトリへ投入、投
入されたイベントを
標準の方法で検索、
の三つにすぎない。
例えば、サプライチ
ェーン可視化などと
いったアプリケーシ
ョン構築の際には、
対 象 と す る モ ノ の
GS1 識 別 コ ー ド を
読み取ってイベント
を構成するシステム
や、記録されたイベ
ントに基づいてサプ
ライチェーン情報を
提供するシステムな
どは、独自に構築し

なければならない。EPCIS リポジ
トリについても、それ自体の構築方
法は標準のスコープ外であり、独自
に構築する必要がある。しかし、そ
れでもなお、これらのシステムを
EPCIS 標準に従って構築することに
は、最初に述べた通り EPCIS 標準に
従った異なるシステム同士が後から
でも連携できるなどといった利点が
ある。今回紹介したようなツールを
活用いただき、標準化されたサプラ
イチェーン可視化実現の一助にして
いただきたい。
(RFID・デジタル推進グループ 佐藤)

図 2　イベントの作成画面と入力例

図3　イベント検索条件の設定画面

図 4　検索結果に表示されたイベント
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　2019 年 12 月、医薬品、医療機
器等の品質、有効性及び安全性の確
保等に関する法律（薬機法）が改正
された。医療用医薬品や医療機器な
どの医療製品は、厚生労働省の通知
に基づき、ほぼ全ての包装に GS1

データバーや GS1-128 シンボルな
どの GS1 標準バーコード（以下、
GS1 バーコード）が表示されてい
る状況ではあるが、この法改正によ
り、これまで対象外とされていた医
療用麻薬製品と再生医療等製品も含
んだ形で、表示が義務化されること
になる。
　同時に、最新の添付文書情報が

（独）医薬品医療機器総合機構（以下、
PMDA）に集められ、2021 年 8 月
からは常に最新の情報にアクセスす
ることが可能となる。その一方で、
従来販売包装に入れられていた紙の
添付文書が廃止される。代わりとし
て容易に添付文書情報の確認ができ

る仕組みが議論されてきたが、よう
やく 2021 年 2 月、GS1 バーコー
ドをスマートフォンで読み取り、
PMDA のデータベースにアクセス
する方法が取られることに決定し
た。4 月からは添付文書情報にアク
セスできるスマートフォンアプリが
無料で公開される予定である。
　GS1 バーコードは販売包装のみ
でなく、医療機関内で使用されるア

ンプル、バイアル、PTP シート、
医療材料・機器などにも表示されて
いるため、添付文書情報がこれらの
製品のバーコードからもアクセスで
き る よ う に な る 見 込 み で あ る。
GS1 バーコードと GTIN は流通で
の利用のみならず医療安全へのアク
セスキーとしてもますますその利用
が広がることとなる。
（ヘルスケア業界グループ　植村）

医療製品の添付文書電子化へ
ー GS1 標準バーコードから最新情報へのアクセスが可能に ー

図　添付文書情報アクセスイメージ

GS1ヘルスケアジャパン協議会オープンセミナーのお知らせ
デジタル化時代に考える医療の未来

～法規制への対応と医療現場を支える GS1 標準～
薬機法が改正され、医療製品の添付文書の電子化、バーコード表示などが法律のもと進められることになり
ました。“withコロナ”時代の安全で効率的な医療のために、また、来るデジタル化時代の医療の未来のために、
行政、業界、医療機関から、薬機法、GS1バーコードに関わる最新の情報と取り組みをお届けします。

○基調講演：津田塾大学総合政策学部教授／元中央社会保険医療協議会会長　森田 朗
○改正薬機法による添付文書電子化とバーコード表示・利用：
　　厚生労働省医薬安全対策課／医薬品医療機器総合機構／日本製薬団体連合会／日本医薬品卸売業連合会　
○医療現場でのGS1バーコード利活用事例：福井大学医学部／杏林大学医学部附属病院／メディカルユアーズ　

日　　時   ：   2021年3月18日（木）　13:00～16:55  （12:30 受付開始）　
開催方法   ：   会場開催 　THE GRAND HALL（「品川駅」港南口 徒歩 5 分 )  および
                     オンライン開催    Zoom Webinar による同時配信
参      加   ：   無料（申し込み：当財団HP  https://www.dsri.jp/gshealth/seminar/）
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　流通 BMS 協議会では、半年ごと
に卸・メーカーの流通 BMS 導入企
業数を調査し発表している。 
　流通 BMS 協議会が毎月更新して
いる「流通 BMS 導入企業一覧」は、
協議会が独自に把握した導入済み、
導入予定企業に対して、社名公開の
承諾を得られた企業のみ社名を公開
しているものである。ただし協議会
では、実際に製品販売やサービス提
供を行っていないため、実際の数字
を把握するには限界があり、実際の
導入企業の一部となっている。よっ
て、「卸・メーカー」の社名公開企
業数（2021 年 1 月 4 日時点で 227
社）は、実際の導入企業数に比べて
はるかに少ない数である。また、

「社名公開企業数」イコール「導入
企業数」と誤認識されている場合も
あるということから、流通 BMS の
ロゴ使用許諾企業に協力いただき

（注）、卸・メーカーの実導入数に近
い数字（全ての IT ベンダーから情
報収集することは困難であるため）
を把握し、公表している。

　今回（2020 年 12 月 1 日時点）
の調査で、初めて卸・メーカーの流
通 BMS 導入数が 1 万 5000 社を越
えた。前回（2020 年 6 月 1 日時点）
は 1 万 4600 社ほどだったが、6 ヵ
月間で 600 社以上の増加となり、1
万 5200 社以上となった。内訳は、
自社導入型の卸・メーカー企業数が
1 万 1720 社（サーバ型：1044 社、
クライアント型：1 万 676 社）、外
部サービス利用型の卸・メーカー企
業数が 3503 社となっている。
　2020 年は新型コロナウイルス感
染症拡大を受け、流通業界において
も IT 投資計画（特に、社内の情報
システムなどの刷新）は先送りまた
は据え置かれ、対外的につながる仕
組みである EDI システムの入れ替
えなどのスケジュールにも多少なり
とも影響が出ていた。よって、小売
企業や卸・メーカー企業における流
通 BMS 導入にも大きな影響が出て
くるのではないかと想定していた。
コロナ禍の中で、感染症予防の観点
からも、人との接触、紙やモノを介

在した作業を極力減らしていくなど
電子化へのシフトも必要とされたの
かもしれないが、前回の 6 ヵ月間
とほぼ同等の導入拡大となった。特
に、ASP 利用で流通 BMS 変換とい
うようなサービスを導入する企業が
多くみられていた。
　今後対応が必要とされる NTT 回
線問題や 2023 年 10 月に導入され
るインボイス制度への対応は、既存
の EDI のままではさまざまな問題・
課題が考えられ、対応が難しいとさ
れている。既存の業務システム改訂
と効率的に連携するためにも流通
BMS 導入への動きが拡大していく
と予想される。
　次回の調査（第 20 回）は、2021
年 6 月に実施する予定である。

（注）卸・メーカーの流通 BMS 導入形態

別に、システムを提供する IT 企業のソ

フトウェア出荷本数と ASP/SaaS サー

ビスの接続先数を調査し、その結果か

ら導入企業数を推計している。

（流通BMS協議会事務局　坂本）

卸売業・商品メーカーの流通 BMS 導入企業数推計 1万 5000 社越え
ー 第19 回 卸・メーカーの流通 BMS 導入企業数推計 ー

図　卸・メーカーの流通BMS導入企業数推計の推移　
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流通BMS協議会
（流通システム標準普及推進協議会）

適格請求書を交付するための登録については、以下国税庁の案内をご覧ください。

・2023年10月から導入される適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）では、課税事業者が発行する適格請求書等に登録番号
が必要になります。
・流通BMSの各種メッセージへのデータ項目の追加を現在検討中
です。


